
　
　

資
源
管
理
型
漁
業
へ
取
り
組

み
、
漁
業
者
の
生
産
性
向
上
と
経

営
の
安
定
を
目
指
す
た
め
、
事
業

の
転
換
を
図
り
、
稚
魚
の
放
流
事

業
や
魚
礁
設
置
事
業
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
問
う
。
ま
た
魚
礁

設
置
に
つ
い
て
は
、
リ
マ
・
種
子

島
事
業
で
の
対
応
は
で
き
な
い

か
。

　

魚
礁
設
置
事
業
は
大
変
重
要
な

施
策
と
考
え
て
い
る
。
特
に
漁
業

者
の
高
齢
化
や
燃
油
価
格
の
高
止

ま
り
で
沿
岸
漁
業
者
は
出
漁
を
控

え
て
い
る
。
出
漁
対
策
と
し
て
人

工
魚
礁
の
設
置
に
よ
り
、
燃
油
経

費
の
抑
制
や
高
齢
漁
業
者
の
安
全

な
操
業
に
寄
与
す
る
。

　

リ
マ
・
種
子
島
事
業
で
の
対
応

は
、
現
在
、
防
災
対
策
を
重
点
に

推
進
を
図
っ
て
い
る
の
で
、
予
算

枠
か
ら
は
困
難
と
考
え
る
。
ま
た
、

県
へ
は
強
く
大
型
魚
礁
設
置
事
業

の
設
置
を
要
望
す
る
。
今
年
度
に

策
定
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
事
業
」
で
も
検
討
す
る
。

　
　

町
内
で
は
、
企
業
や
事
業
者

で
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
が
相
当
数
い
る
。

町
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
開

発
や
販
売
促
進
の
支
援
を
重
要
施

策
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

主
体
性
を
保
ち
各
地
域
で
頑
張
っ

て
い
る
企
業
や
事
業
者
に
目
を
向

け
、
町
内
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
し
な
が
ら
、
関
係
団
体
と
の
連

携
の
う
え
事
業
支
援
に
取
り
組

み
、
雇
用
の
創
出
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
平
成
24
年
度

に
施
行
さ
れ
た
産
業
振
興
推
進
総

合
支
援
事
業
の
実
績
は
。

　

全
て
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
連

携
が
充
分
で
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
先
頃
策
定
さ
れ
た
県
の
地
方

創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
、
外

商
戦
略
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
現
状
を
把
握
さ
れ
て
い
る

関
係
団
体
の
力
を
借
り
、
町
内
事

業
者
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て

産
業
振
興
の
支
援
策
を
継
続
す

る
。
ま
た
、
３
年
間
の
産
業
振
興

推
進
総
合
支
援
事
業
の
実
績
は
14

件
で
補
助
金
額
５
８
１
万
６
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

佐
賀
工
区
の
着
工
に
伴
い
、

地
権
者
と
国
土
交
通
省
間
で
用
地

補
償
説
明
、
交
渉
、
契
約
の
手
続

き
が
進
行
す
る
。
作
業
工
程
に
て

町
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

　

当
該
事
業
区
域
に
は
優
良
農

地
、
ハ
ウ
ス
、
農
家
住
宅
等
が
あ

り
、
交
渉
協
議
の
中
で
農
地
、
住

宅
、
墓
地
の
代
替
地
要
求
や
関
連

す
る
工
事
等
の
要
望
が
あ
る
と
想

定
し
て
い
る
。
補
償
協
議
を
進
め

て
い
く
中
で
、
地
権
者
の
思
い
や

不
安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
努

力
し
て
い
き
た
い
。
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